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人生 の 歩み に基 づく対象理解 に着目 した
家庭訪問援助 に関する研究
丸 谷 美 紀 (千葉大学大学院看護学研究科)
本研究 の 目的 は, 家庭訪問援助 に お い て , 人生 の 歩み に基づ い て 対象 の 状態を理解する こ と (以下 , 人生 の 歩 み に基 づく
対象理解) に より, ど の よう に対象理解 が深まり, 対象に即 し た援助 - 発展す る か を明 らか に する こ と で あ る｡ 筆者自身が
保健師 の 立場で家庭訪問援助を行 っ た 3事例を分析対象 と し, そ れ ら の 援助過程 に お ける , 対象理解の 内容, 援助方針 に つ
い て の 思 考内容, 援助行為を調査 した ｡ 各事例の 援助課題 ご と に, 事実, 気持 ち ･ 考 えか ら査定 し た対象理解 に, 人生 の 歩
み の 情報を加え て理解す る こ と に よ っ て , 対 象理解 の 内容, 援助方針決定 ･ 変更 - 向けた 思考内容, 援助行為 に, 何が 付加
され た か を検討 した｡
そ の 結 泉 健康状態や生活状況の 成因, 生活を営む力が養わ れ た経晩 健康状態 や生活状況 へ の 気持ち ･ 考 えの 成 因 へ 対
象理解を深 め る こ と が で きた ｡ そ の こ と に よ っ て , 生活 の 肯定的な面を強化 して対象の 力を活かす, 築 い て きた生活 と気持
ち ･ 考 えを尊重する こ と へ 援助 が 発展 し た｡ 対象 は , 健 康管理が生活 の 一 部 と なり, 家族 や 身近な人 々 と 支えあう力 が高ま
り, 本 人と家族 の 健康状態 ･ 生 活状況が改善 した ｡
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I . 緒 言
看護の 対象は看護職者と関わるまで に各 々 の 人生 を
様々 な思 い で歩ん でき て おり, 現在 の生活はそれら の 上
に築かれ て い る｡ 筆者は, 現時点で の事実や対象の気持
ち ･ 考えの みならず, そ れ らの 基とな っ た経験と思 い (以
下 , 人生 の歩み) をも把握する こと で , 対象の 生活を深
く理解で き, 対象に即 した援助が提供で きると経験して
きた｡ 特に家庭は対象が生活を営む場で あり, そ の 暮ら
し ぶりには本人や家族の 人生 の 歩みが色濃く反映され て
い るため, 家庭訪問援助では人生の 歩みも含めて 対象の
生活を理解 し援助を行うことが , 対象が主体的に生活を
営む力を高めるために重要になる ｡ こ の こ とは, 家庭訪
問援助 にお い て , 療養をはじめ る前の 生活や対象が今の
気持ちや考えをも つ に至 っ た理由を把握するこ とは, 健
康維持 ･ 増進に好ましくな い 元の 生活や慣習に戻らな い
ためや , 患者の 気持ちに沿 っ た看護をして いくために不
可欠な ことと して 述 べ られ て い る
1) 2)
｡ さ ら に, 経験を
積んだ複数の 保健師 へ の 聞き取りからも同様の考えを確
認できた ｡
一 方 で , 家庭訪問援助には多様な援助課題が存在 し,
それ らは相互 に関連 しあうため , 保健師は複数の 援助
課題 へ の 援助を同時に進める ことも多い ｡ また, 家庭訪
問援助にお ける観察は, 把握 した情報をもと に具体的な
援助行為を行 い , そ の援助行為 を通じて 新たな情報を把
握し, 新たな情報と援助の成果か らそ の 後の 訪問を導く
援助方針を設定する, と いう入り組んだ様相を呈し, 熟
練を要する
3)
｡ 保健師は, 多様な援助課題に対して , 人
生 の 歩みを含めて包括的に対象の 生活を理解して援助を
行 っ て い る が, そ の様相は明確 にはなされ て いな い ｡
そ こ で , 家庭訪問援助にお い て 人生 の歩みをも含めて
包括的に生活を理解する ことが , 対象が主体的に生活を
営む力を高める援助を行うこ とに どの ように貢献 して い
るか, そ の様相を明確 にした い と考えた｡
Ⅲ . 研究目的
家庭訪問援助にお い て , 人生 の 歩み に基づく対象理解
により , どの ように対象理解が深まり, 対象に即 した援
助 へ 発展するかを明らか にする｡
Ⅲ. 用語の定義
･ 対象理解 : 援助対象の情報を収集し査定する看護職者
の 思考過程｡ 内容は, 対象 の 身体的 ･ 精神的 ･ 社会的
状態と, そ れ らを組み合わせ たもの がある｡ 対象に即
した援助にむけ て援助の 中で修正 され る ｡
･ 人生 の 歩み :現時点で把握 した対象の 事実や気持ち ･
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考えの基とな っ た経験と経験 へ の 思 い ｡ 看護職者と関
わりをも つ 以前の 健康状態, 日常生活や社会生活の 状
況, 及びそ れらに対する気持ち ･ 考えな どの情報 ｡
Ⅳ . 研究方法
1 . 分析対象事例
筆者自身が A市保健師の 立場で 家庭訪問援助を行 っ た
3事例 (表1)0
表1 分析対象事例の 概要
対象の 状況 家族構 成 援 助課題 ~援助回数
事
例
A
罪 . 60才代 独居 肩 . 腰 . 膝 の 痛 み を緩 和 訪問 5 回(120分)
糖 尿病 す る 電話 1 回 (20分)
高血 圧 身体 的状 蟹 に 応 じ て 生
白内障 活を整 える
腰痛 高血圧 . 糖尿病の 管理
眼科治療の 継続
辛
例
B
本 人 本 人 食 べ る 楽 しみ を維持 す 訪問 5 回 (90分)
男 . 6 0才代 妻 る 電話 1 回 (15分)
脳梗塞 排壮の 自立を促す
要介護度 2 在 宅生 活の 継続
秦
60才代
介護負担を軽減す る
事
女 本 人 双子育児の 支援 訪問 3 回 (90分)
30才代 夫 児の 発育発達を促す 育児サ ー クル
例 長女 両親 の 健 康 管理 を 通 し (120分)
C
次女 て 家 族 の 健康 生 活 を整
える
荏) 援助 回数の ( )内は 援助に 要した平均時 間
2 . 調査項目
1) 家庭訪問援助に おける, 筆者自身の 対象理解の 内
容, 及び援助行為｡
2) 家庭訪問終了後の援助方針決定 ･ 変更 へ 向けた思考
内容
3 . 調査期間 :平成14年2月下旬 - 7月上旬
4 . 分析方法
本研究で は, 多様な援助課題に対 して , 人生の 歩み の
情報をも含めて包括的に行われ て い る家庭訪問援助の入
り組んだ様相を明確にするため , 次の ように援助者 (筆
者自身)が捉えた情報, 対象理解の 内容, 援助方針決定 ･
変更 へ 向けた思考内容, 援助行為 を分別して分析を進め
る ｡
1) 対象理解の深まりの検討
(1) 援助者が捉えた情報の抽出
事例ごと に, 家庭訪問記録を作成 し, 援助者が捉え
た情報を ｢ 事実｣ ｢気持ち･ 考え｣ ｢ 人生の歩み｣ に分
別して 抽出する ｡
(2) 対象理解の 深まりの 検討
各事例の援助課題ごと に,(1)で記述した ｢事実｣ ｢気
持ち ･ 考え｣ の情報か ら査定 した対象の 状態を ｢事
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実, 気持ち ･ 考えか ら査定した対象理解｣ と して , ｢事
実, 気持ち ･ 考えか ら査定した対象理解｣ に ｢人生の
歩み｣ の 情報を加えて理解した対象の状態を ｢人生の
歩み に基づく対象理解｣ と し て援助者の思考過程の 内
容により記述する ｡ そ して , ｢事実, 気持ち . 考えか
ら査定した対象理解｣ と ｢人生 の歩みに基づく対象理
解｣ を照合し, 事実, 気持ち ･ 考えから査定した対象
理解に人生の 歩み の情報を加えて対象理解すること に
よ っ て付加された対象理解の 内容を検討 し, 端的に文
章化する こと により抽出する ｡ こ れ を ｢付加された対
象理解の 内容｣ と し, 類似の 性質を捉えて分類 ･ 整理
する ｡
2) 援助の 発展の検討
(1) 援助方針決定･ 変更 へ 向けた思考内容の発展の検討
各事例の援助課題ごと に, 1)で記述 した ｢事実, 気
持ち ･ 考えか ら査定した対象理解｣ に導かれた援助方
針決定 ･ 変更に向けた思考内容を ｢事実, 気持ち ･ 考
えか ら査定した対象理解を反映した援助方針 へ の 思考
内容｣ と して , ｢ 人生 の歩みに基づ く対象理解｣ に導
かれた援助方針決定 ･ 変更に向け た思考内容を ｢人生
の 歩みに基づく対象理解を反映した援助方針 へ の 思考
内容｣ と して 記述する｡ そ して , ｢ 事実, 気持ち ･ 考
えか ら査定した対象理解を反映した援助方針 へ の 思考
内容｣ と ｢ 人生 の 歩み に基づく対象理解を反映した援
助方針 へ の思考内容｣ を照合し, 人生 の歩み に基づく
対象理解を反映 した こと で , 事実, 気持ち ･ 考えから
査定した対象理解を反映した援助方針 へ の 思考内容に
付加されたもの を検討し, 端的に文章化する ことによ
り抽出する｡ こ れを ｢付加された援助方針 へ の 思考内
容｣ と し, 類似 の性質を捉えて分類 ･ 整理する ｡
(2) 援助行為の発展の検討
各事例の援助課題 ごとに, 1)で記述した ｢事実, 気
持ち ･ 考えか ら査定 した対象理解｣ に導かれた援助行
為を ｢事実, 気持ち ･ 考えから査定した対象理解を反
映 した援助行為｣ と して , ｢人生 の 歩みに基づく対象
理 解｣ に導か れ た援助行為を ｢ 人生の 歩み に基 づく
対象理解を反映 した援助行為｣ と して記述する｡ そし
て , ｢事実, 気持ち ･ 考えから査定 した対象理解を反
映した援助行為｣ と ｢人生の 歩み に基づく対象理解を
反映した援助行為｣ を照合し, 人生 の歩みに基づく対
象理解を反映した こ と で , 事実, 気持ち ･ 考えか ら査
定した対象理解を反映した援助行為に付加されたもの
を検討し, 端的に文章化する こと により抽出する｡ こ
れを ｢付加された援助行為｣ と し, 類似 の性質を捉え
て分類 ･ 整理する ｡
5 . デ ー タ収集及び分析における妥当性 ･ 信頼性の確保
家庭訪問終了後に担当保健師 へ 援助内容を報告 し, 分
析対象事例 に関する情報の正確さを確認した ｡ 分析過程
で は, 指導教官及び地域看護学研究に精通する研究者に
分析方法と デ ー タを報告 し助言を受けた ｡
6. 倫理的配慮
A市担当課長と担当保健師 へ 文書を用い て研究の主旨
を説明し承諾を得た ｡ そ の 後, 分析対象事例 へ 担当保
健師と筆者自身から口頭で研究の 主旨と自由参加を説明
し, 個人情報の守秘を約束 した上 で , 承諾を得た｡
Ⅴ. 結 果
1. 付加された対象理解の 内容
事実, 気持ち ･ 考えか ら査定 した対象理解 を , 人生
の歩み の情報を加えて捉えなおすこと によ っ て , 対象理
解の内容に何が付加されたか検討した結果, 全事例から
315の付加された対象理解の 内容が得られ , そ れ らを分
類整理した結果, 表2 に示す8 に総括され た｡
表2 付加され た対象理解の 内容の総括
1. 本人の 健康状態 の原 因と な っ た生 活状 況
2 . 療養 ･ 介護 ･ 育児 ･ 日常生活 を支えて きた価値 観とその 価値観が
築かれた 生活経験
3 . 療養方法 や生活状況 の成 因 ･ 動機 とな っ た事柄
4 . 療養 ･ 介護 ･ 育児 ･ 日常生活 を工 夫して 行う力が養わ れた 生活経
験
5 . 療養や育児 を支えあう力 ･ 近隣住 民との 交流を維持す る力が養 わ
れた 経験
6 . 本人の 健康状 態や児 の 成長 へ の 気持ち ･ 考えの 成 因と なっ た 身体
的変化や 生活 経験
7 . 療養 ･ 介 護 . 育児 ･ 日常生 活 へ の 気持ち ･ 考 えの 成 因と な っ た 身
体 的変化 や生 活経験
8. 療養 ･ 介 護 ･ 育児 ･ 日常生活を支 える制度や住民 同士 の交流 へ の
気持 ちの 成因とな っ た生活経験
付加された対象理解の内容の抽出に つ い て , 事例Aの
具体的な場面を用 い て説明する ｡ 事実, 気持ち ･ 考えか
ら査定 した対象理解は [ ], 人生 の 歩み に基づく対象
理解は《 ≫, 付加された対象理解の 内容は『 』で 表す｡
総括3 ｢療養方法や生活状況の 成因 ･ 動機とな っ た事
柄｣ を説明する ｡ 第1 回家庭訪問時に本人が , 膝や腰が
痛むが歩 い た翌 日は痛みが緩和するの で 歩行を心が けて
い る, と話 した事実から [本人は歩行 によ っ て膝や腰の
痛みを自己管理 して い る] と , 現在 の 自己管理の 状況を
援助者は理解 した ｡ さらに, 家庭 の不和か ら健康を顧み
な い生活を送 っ て 来たが, 地区 ハ ビリ で 近隣住民と交流
を持 つ ようにな っ てから健康を気遣う意欲が起こり, 現
在は膝や腰の痛みを緩和するため に歩行して い る, と本
人が話した事実から 《地区リ ハ ビリで の 交流によ っ て健
康管理 の意欲が起 こり, 現在 , 本人は歩行によ っ て膝や
腰の痛みを自己管理 して い る≫ と , 現在に至る経緯を含
めて 自己管理 の状況 を理解した｡ こ の 2 つ の対象理解を
照合した結果, 『歩行 によ っ て 膝や腰 の 痛み を自己管理
するき っ かけとな っ た地区リ ハ ビリ で の 交流』 と取り出
すことが できた ｡
総括4 ｢ 療養･ 介護 ･ 育児 ･ 日常生活を工夫 して 行
う力が養われ た生活経験｣ を説明する ｡ 第3回家庭訪問
時に, 本人が , 膝 の痛みを緩和するためにア パ ー トや駅
の 階段を利用して脚力を強化 して い る , と話した事実か
ら [膝の 痛みを緩和するために , 日常生活の 中で脚力を
つ ける工夫をする力がある] と , 現在 の 自己管理の 状況
を援助者は理解した ｡ さ らに , 高校時代に所属して い た
サ ッ カ ー 部 で の練習内容を思 い 出して , 階段な どを利用
して 脚力を つ ける工夫をして い る , と本人が話 した事実
か ら 《高校時代に運動 をして きた経験か ら, 膝 の痛み を
緩和するため に, 日常生活の 中で脚力を つ ける工 夫をす
る力がある≫ と, 現在に至る経緯を含め て自己管理の状
況を理解した ｡ こ の 2 つ の対象理解 を照合した結果, 『膝
や腰の 痛み の 自己管理 を工 夫する力が養われた高校時代
の 運動の 経験』 と取り出すことができた ｡
総括7 ｢療養･ 介護 ･ 育児 ･ 日常生活 へ の気持ち ･ 考
えの 成因とな っ た身体的変化や生活経験｣ に つ い て説明
する ｡ 第3回家庭訪問時に , 本人が , 室内 の移動も辛 い
ほ どの 膝や腰の痛みがあるが杖 に頼らずに歩きた い , と
話した事実か ら [本人は膝や腰の 痛みが強い が杖の使用
を希望しな い] と, 現在 の 療養方法 へ の気持ちを援助者
は理解した｡ さ らに , 本人が , 責任ある地位で働き経済
力があ っ た頃の知人に杖を突い て 歩く姿を見られたくな
い
, と話した事実から , 《現在の 膝を痛めた姿を責任あ
る地位 で働い て い た こ ろ の 知人に見られたくな い ため ,
本人は膝や腰の 痛みが 強 い が杖 の 使用を希望 しな い≫
と, 現在に至る経緯を含めて 療養方法 へ の気持ちを理解
した ｡ こ の 2 つ の 対象理解を照合 した結果, 『杖 の 使用
を希望 しな い 成因とな っ た , 責任ある地位 で働 い た経験
へ の 誇り』 と , 取り出すこ とが で きた ｡
そ の他 の 総括に つ い て も同様に して取り出すこ とが で
きた ｡
2 . 付加された援助方針 へ の思考内容
人生の 歩み に基づく対象理解を反映した援助方針 へ の
思考内容は , 事実, 気持ち ･ 考えから査定した対象理解
を反映した援助方針 へ の思考内容に対 し, 何が加わ っ た
か検討 した結果, 全事例から20の付加された援助方針 へ
の 思考内容が得られ , それらを分類整理した結果, 表3
に示す6 に総括され た｡
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表3 付加された援助方針 へ の 思考内容の総括
1. 健康管理の 動機と なっ た 事柄 に働 きかけて 療養や 育児 を支 える
2 . これまで の 楽 しみ ･ 経験 ･ 支援 関係を活かして 療養 ･ 介護 ･ 育
児 ･ 日常生活を支 える
3 . これ まで の 良好 な家族員の 関係 を維持して 介護 を支 える
4 . 生活の 変化を縮小す る こと を考慮 して 療養や介護 を支 える
5 . 経験 から生じた気持ち を尊重 して 療養 ･ 介護 ･ 育児 ･ 日常生活 を
支える
6. 生活経験や介護 を肯定 でき る ことを含め て 療養 ･ 介護 を支 える
付加された援助方針 へ の 思考内容の抽出に つ い て事例
Aの 具体的な場面を用 い て 説明する｡ 事実, 気持ち ･ 考
えか ら査定 した対象理解を反映した援助方針 - の 思考内
容は [ ], 人生の 歩み に基 づく対象理解を反映 した援
助方針 へ の 思考内容 は 《 》, 付加された援助方針 へ の
思考内容は 『 』 で 表す｡
総括1 ｢健康管理の 動機とな っ た事柄に働きかけて療
養や育児を支える｣ を説明する｡ 第1回家庭訪問終了後
に, 歩くと膝や腰の 痛みが緩和するの で歩行を心がけて
い ると本人が話して い た事実から, 本人の 主訴である腰
や膝の痛みを緩和するため に自己管理の継続 を促す必要
が ある, と いう [ 腰や膝の痛み の 自己管理を支える] 方
針を援助者は思考した ｡ 一 方 で, 家庭 の不和か ら健康を
顧みな い 生活を送 っ て来たが, 地区リ ハ ビリ に参加して
から健康を気遣う意欲が起こり , 膝や腰の 痛み を歩行に
よ っ て 自己管理するようにな っ たと本人が 話して い た ｡
そ の事実か ら, 腰や膝 の痛みを自己管理する意欲を支え
て い る地区リ ハ ビリ で の交滝が継続で きるよう に支援し
て いく必要がある , と い う 《腰や膝の痛み の 自己管理を
継続するため に, そ の 意欲を支えて い る地区リ ハ ビリ で
の交流を継続する こ とも支援する≫ 方針を思考した ｡ こ
の 二 つ の思考内容を照合 した結果, 『腰や膝の 痛みを自
己管理する動機とな っ た地 区リ ハ ビリ で の 交流を継続す
る こと を通し て , 自己管理を支えて い く』 と , 取り出す
ことが で きた ｡
総括 2 ｢これまで の 楽 しみ ･ 経験 ･ 支援関係を活か し
て 療養 ･ 介護 ･ 育児 ･ 日常生 活を支える｣ を説明する｡
第2回家庭訪問終了後, 本人は膝の痛みを緩和するため
に援助者が紹介した軽い体操が で きそうだと , 話 して い
た こ とから, 軽 い体操で筋力を つ け て膝や腰の 痛みを緩
和 して いく , と いう [体操によ っ て膝や腰の 痛みを緩和
する] 方針を援助者は思考 した ｡ さ らに, 本人は万歩計
を つ け て歩行 をして , 膝 や腰 の痛みを媛和 して きた経験
か ら, 歩行 の 距離を伸ばすことには自信があると話 して
い た こ とから , 体操 に加えて 歩行をして きた経験を活か
そう , と い う 《膝や腰の 痛み の 自己管理に , 歩行を継続
して きた経験を活かす≫ 方針を思考した ｡ こ の 二 つ の 思
20 千葉看会誌 V O L.10 No. 2 2004.12
考内容を照合 した結果, 『歩行 して きた経験を活か して ,
膝や腰 の 痛の 自己管理を支える』 と, 取り出すこ とが で
きた ｡
給括 5 ｢経験か ら生 じた気持ちを尊重 して 療養 ･ 介
護 ･ 育児 ･ 日常生活を支える｣ に つ い て説明する｡ 第1
回家庭訪問終了後, 本人は室内の歩行も辛 い ほ どの膝や
腰の 痛みを訴えて い た こ とから, 介護保険による杖や手
すりを活用して生活を支える, と いう [ 制度･ サ ー ビス
を活用して 生活を整える] 方針を思考した ｡ 一 方で, 第
3回家庭訪問終了後, 責任ある地位で 働き経済力があ っ
た頃の 知人に杖を突 い て 歩く姿を見られたくない , と
本人が話して い た こ とから, 杖を突く姿を人に見られた
くない と い う本人の気持ちを尊重して 生活を整える, と
いう 《責任ある地位で働 い た経験 へ の 誇りから生 じた ,
杖を つ く姿を見られたくな い気持ちを尊重 して , 制度 ･
サ ー ビス の 活用を再検討 して生活を整える≫ 方針を思考
した｡ こ の 二 つ の 思考内容を照合 した結果, 『責任ある
地位で働 い た経験 へ の誇りから生 じた , 杖を つく姿を見
られたくな い 気持ちを尊重 して 生活を整える』 と, 取り
出すことが で きた ｡
その 他の 総括に つ い て も同様に して 取り出すことがで
きた｡
3 . 付加された援助行為
全事例か ら313の付加され た援助行為が得られ, それ
らを, 分類 ･ 整理した結果, 表4に示す9 に総括された ｡
表4 付加された援助行為の 総括
1. 療養 ･ 介護 ･ 交流 の状況 や, 育児 や生 活経験 へ の気 持ちの肯定 的
な変化に 気 づき を促す
2 . これまで の 療養 ･ 介護 ･ 育児 ･ 日常生活 を営 ん で きた力 , 交流 の
存在, 良好 な人間 関係 を維持す る
3 . これまで の 生活の 価値観 や経験 を活 かした育児 の 方針 を支持す る
4 . 楽 しみ ･ 経験 ･ 支援 関係 を活か して療養 ･ 介護 ･ 育児 を行う力 に
気づ きを促す
5 . 療養 ･ 介護 ･ 育児 ･ 支 えあい に経験 を活 かす よう に促す
6 . 経験 を活か した療養 ･ 介護の 成果 を示す
7 . これまでの 療養 ･ 介護 ･ 育児の 状況 を確認 したり, 気持ち を受容
す る
8 . 経験から生 じた気持 ちに 配慮 して 状況確認 した り, 療養 ･ 介護 ･
育児 を支 える 方法 を検討 した り, 生活 の 目標 を共有す る
9 . 生活の 変化 を縮小 する 方法 を検討す る
付加され た援助行為の抽出に つ い て , 事例A の具体的
な援助場面を用 い て 説明する｡ 事実, 気持ち ･ 考えから
査定した対象理解を反映した援助行為は [ ], 人 坐 の
歩み に基 づく対象理解 を反映 した援助行為は 《 ≫, 付
加された援助行為は 『 』 で表す｡
稔括2 ｢これまで の療養 ･ 介護 ･ 育児 ･ 日常生活を営
んで きた力, 交淀 の存在, 良好な人間関係に気づきを促
す｣ を説明する｡ 第1回家庭訪問時に , 本 人が歩くと腰
や膝の痛みが緩和するため歩行によ っ て 自己管理 して い
る ことを理解 し, そ の こ とを認め , [歩行によ っ て 腰や
膝の 痛み を自己管理する力が ある こ とに気 づきを促す]
援助を行 っ た o 一 方で , 歩行によ っ て 腰や膝の痛み を自
己管理する意欲は , 地区リ ハ ビリで の交流に支えられ て
い る こ とを理解 し, そ の こ とを本人ともに喜び , 《歩行
によ っ て腰や膝の 痛みを自己管理する力は , 地区リ ハ ビ
リ で の 交流に支えられ て い る こ とに気づ きを促す≫援助
を行 っ た ｡ こ の 二 つ の 援助行為を照合 した結果, 付加さ
れた援助行為は, 『腰や膝の 痛み を自己管理する意欲を
支えて い る地区リ ハ ビリ の存在に気づ きを促す』 と取り
出すことが できた ｡ そ の後, 第 2回家庭訪問時には歩行
の 距離を伸ば し生活の 一 部 とな っ た｡ また , 地区リ ハ ビ
リ の 仲間 へ の 感謝の 言葉が繰り返 し聞かれた ｡
総括 4 ｢楽しみ ･ 経験 ･ 支援関係を活か して療養 ･ 介
護 ･ 育児を行う力を維持する｣ を説明する ｡ 第3回家庭
訪問時に, ア パ ー トや駅 の 階段を利用して 日常生活の 中
で脚力を つ ける工夫をする力が ある こ とを理解し, [日
常生 活の 中で膝の 痛み の 自己管理 を工夫する力を維持
するように励ます] 援助を行 っ た ｡ さ ら に, 高校時代に
サ ッ カ ー 部 で練習 した経験を活か して膝 の 痛み の 自己管
理を工夫する力がある こと を理解 し, 《日常生活の 中で
膝の痛み の 自己管理を工 夫するため に, 運動の 経験を活
かす力を維持するように励ます≫援助を行 っ た ｡ こ の 二
つ の 援助行為 を照合 した結果, 付加された援助行為 は,
『運動の 経験を活か し て膝 の 痛みを自己管理する力を維
持する』 と取り出すことが できた｡ そ の後 , 自己管理を
継続で き, 第4 回家庭訪問時には脚力が つ き, 動作が機
敏 にな っ た ｡
総括8 ｢経験か ら生 じた気持ちに配慮 して状況確認し
たり, 療養 ･ 介護 ･ 育児を支える方法を検討 したり, 坐
活 の 目標を共有する｣ に つ い て , 説明す る｡ 第 2回家
庭訪問時に, 本人は室内の歩行も辛 い ほ どの 膝や腰の 痛
み がある こ とを理解 し, 介護保険制度による杖の 使用を
すすめる, と いう [ 制度･ サ ー ビス を活用して 膝の 痛み
を緩和する] 援助を行っ た ｡ 一 方で , 第 3回家庭訪問時
に , 責任ある地位で 働き経済力があ っ た頃の 知人に杖を
突 い て 歩く姿を見られたくな い 気持ちを理解し, 杖 の使
用は保留に して 自己管理で膝の 痛みを嬢和して いく こ と
を本人に確認する , と い う 《責任ある地位で働 い た経験
へ の 誇りか ら生 じた杖を つ く姿を見られ たくな い気持ち
を尊重して , 自己管理 によ っ て 膝の 痛みを緩和 して いく
意欲を確認する≫ 援助を行 っ た｡ こ の 二 つ の援助行為を
照合 した結果, 『責任ある地位で働 い た経験 へ の 誇りか
ら生 じた気持ちを尊重して , 膝 の痛みを緩和する方法を
検討する』 と, 取り出すことが できた｡ そ の後 , 第4回
家庭訪問時には関節内注射が不要になるほ どに膝の 痛み
が改善し, 第5回家庭訪問時には外出先で和式の トイ レ
にし ゃ が む こ とが で きたと喜ん で報告 した｡
そ の 他 の給括に つ い て も同様にし て取り出すことが で
きた ｡
Ⅵ . 考 察
1 . 人生の歩み に基づく対象理解の特徴
人生 の歩みに基 づ い て対象理解するこ とにより , 健康
状態や生活状況の 成因, 生活を営む力が養われた経験,
健康状態や生活状況 - の気持ち ･ 考えの成因, へ 対象理
解を深め る こ とが で きた ｡
こ れ ら の特徴を事例 Aの 具体例を用 い て説明する ｡ ま
ず, 表 2 . 総括 3 の 具体例で ある 『歩行によ っ て 膝や腰
の痛み を自己管理するき っ か けと な っ た 地 区リ ハ ビリ
で の交流』 は , 自己管理の 動機とな っ た事柄であり, 総
括1 . 2 と ともに , 健康状態や療養 ･ 介護 ･ 育児を含め
た現在の生 活が作られる基とな っ た こ と, つ まり健康状
態や生活状況の成因 - 理解を深めたと い える ｡ 次に, 総
括4 の具体例で ある 『膝や腰の痛み の 自己管理を工夫す
る力が養われた高校時代の 運動の経験』 は , 自己管理を
工夫する力が養われた経験で あり, 総括5 とともに, 痩
養 ･ 介護 ･ 育児を含めた生活を工夫 したり支えあう 九
つ まり生 活を営む力が養われた経験 へ 理解を深め たと い
える ｡ また , 総括7 の具体例で ある 『杖の使用を希望 し
な い 成因と な っ た, 責任ある地位で 働き経済力もあ っ た
経験 へ の 誇り』 は, 補助具の使用に対する気持ちの成因
で あり, 総括 6 . 8 と ともに , 健康状態や療養 ･ 介護 ･
育児を含めた現在の生 活に対する気持ち ･ 考えを持 つ基
と な っ た こ と , つ まり健康状態や生活状況 へ の気持ち ･
考え の成因 へ 理解を深めたと い える｡
2 . 人生の歩み に基づく対象理解を反映した援助の特徴
人生 の歩みに基 づく対象理解を反映した援助方針を設
定 し, 援助行為を行う こと で , 生活の肯定的な面を強化
して 対象の 力を活かす, 築 い て きた生 活と気持ち ･ 考え
を尊重する援助 へ 発展した ｡
こ れ ら の 特徴を, 事例A の 具体例 を用 い て 説明する ｡
表 3 . 総括1 の 具体例 で ある 『腰や膝の痛み を自己管理
する動機とな っ た 地区リ ハ ビリ で の 交流を継続する こ と
を通して , 自己管理を支えて い く』 は, 自己管理 の 動機
とな っ た事柄に働きかけ て療養を支える方針を思考して
い る ｡ こ の 方針に導かれた援助行為と して , 表 4 . 総括
2 の具体例で ある 『腰や膝の痛みを自己管理する意欲を
支えて い る地区リ ハ ビリ の存在に気 づきを促す』 は, 自
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己管理を支えてきた交流の存在に気づきを促す援助行為
である ｡ こ の 援助方針 へ の思考と援助行為は, 対象 の意
欲を支えて きた地域住民との交流と い う, 生活 の肯定的
な面を強化する援助で ある｡ 同様に表3 の 給括2 . 3 と
表4 の 総括1 . 3 . 4 . 5 . 6も生活の 肯定的な面を強化 し
たり経験と い う対象の 持 つ 力を生かす援助であり, 生活
の肯定的な面を強化して 対象の 力を活かす援助 へ 発展 し
たと い える ｡
また , 表3 の総括5 の 具体例である 『責任ある地位で
働 い た経験 へ の誇りか ら生 じた , 杖を つ く姿を見られた
くな い気持ちを尊重 して生活を整える』 は, 勤務経験 へ
の誇りから生 じた気持ちを尊重して 生活を支える方針を
思考して い る｡ こ の 方針に導かれた援助行為と して , 表
4 . 総括8 の 具体例で ある 『責任ある地位で働 い た経験
へ の 誇りか ら生 じた気持ちを尊重して , 膝の 痛み を緩和
する方法を検討する』 は , 勤務経験 へ の 誇りか ら生 じた
気持ちを尊重して 自己管理の 方法を検討する援助行為で
ある｡ こ の 援助方針 へ の 思考と援助行為は, 経験か ら生
じた現在の 自己の状態 に対する気持ちを尊重する援助で
ある｡ 同様に表3 の総括4 . 6, 表 4 の総括7 . 9も対象
が築い て きた生活やそれ に対する気持ち ･ 考えを尊重す
る援助であり, 築 い て きた生活と気持ち ･ 考えを尊重す
る援助 へ 発展 したと い える ｡
3. 人生の歩みに基づく対象理解による, 対象理解の深
まりと援助の発展
人生の 歩み に基づく対象理解によ っ て , 対象理解と援
助が付加され て いく様相を事例A を用 い て 述 べ る ｡
まず, 本人が膝や腰の痛みがあり, 歩 い た翌日は痛み
が緩和するの で歩行を心がけて い る , と話した事実か ら
[本人は歩行によ っ て 膝や腰の 痛みを自己管理 して い る]
と , 自己管理 の 状況を援助者は理解 した ｡ そ こ に 《地区
リ ハ ビリで の 交流によ っ て健康管理の 意欲が起 こり, 現
荏 , 本人は歩行によ っ て膝や腰の痛みを自己管理 して い
る≫ と いう人生の 歩み に基づく対象理解が行われる こと
で , 『歩行 によ っ て 膝や腰の 痛みを自己管理するき っ か
けとな っ た地区リ ハ ビリで の交流』 という対象理解の 内
容が付加され , 自己管理の 動機とな っ た経験 へ 理解を深
める こ とが できた｡ こ れ を図1 で 示すと下段にあた る｡
図1左枠は下 か ら事実, 気持ち . 考えか ら査定 した対象
理解, そ れ を反映 した援助方針 へ の 思考内容, 援助行
為, を表す｡ そ れ らに対して , 人生 の 歩み に基づく対象
理解が行われた こと によ っ て , 右枠の 内容が付加され る
こ とを示す｡ つ まり, 人生 の 歩み に基づく対象理解が行
われ ると, 自己管理の 状況の 理解に, 自己管理の 動機と
な っ た経験 へ の理解が付加され る｡
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援助方針 へ の 思考内容 は, まず, 本人の 自己管理 の
状況を理解 し [ 腰や膝の 痛み の 自己管理を支える] 方
針を援助者は思考 した ｡ さ らに人生の 歩み に基づく対象
理解によ っ て , 自己管理の 動機とな っ た経験 へ 理解を深
め 『腰や膝の 痛みを自己管理する動機と な っ た地区リ ハ
ビリ で の 交流を継続する ことを通して , 自己管理 を支え
て いく』 と いう自己管理の 動機とな っ た事柄に働きかけ
る ことが付加された ｡ 人生 の 歩み に基づく対象理解が行
われると , 自己管理の 継続を促す援助方針に, 自己管理
の動機とな っ た事柄に働きかける援助方針が付加される
(図1中段)｡
援助行為は , 自己管理 の状況を理解 し, そ の 継続を
促すため に [ 歩行によ っ て 腰や膝の 痛みを自己管理する
力がある ことに気 づきを促す] 援助を行 っ た｡ さ ら に自
己管理の動機とな っ た経験 へ 理解を深め , 自己管理 の動
機とな っ た事柄に働きかける援助方針 へ 発展した ことか
ら, 援助行為に 『腰や膝の 痛みを自己管理する意欲を支
えて い る地区リ ハ ビリ の 存在に気づ きを促す』 とい う,
自己管理 を支えて い る交流の存在に気 づきを促すこ と
が付加された ｡ 人生 の 歩み に基 づく対象理解が行われる
と, 自己管理の力に気 づきを促す援助行為に自己管理を
支えて い る交流の存在に気 づきを促す援助行為が付加さ
れる (図1 上段)｡
つ まり , 健康状態や生 活状況の成因 へ 対象理解を深め
る こ とにより, 看護職者が自己管理 の 意欲を支えるの で
はなく, 本人が 身近に存在する支援関係に気づき, 健康
管理の意欲が高まると いう, 生活 の肯定的な面を強化し
て対象の力を活かす援助 へ 発展 した｡ そ の 後, 第2回家
庭訪問時には地区リ ハ ビリを継続し, 歩行が生活の 一 部
となり , 第3回家庭訪問時には症状が改善 した｡ (図1
右最上段)｡
[ 事実, 気持ち･ 考 え
か ら査 定 し た壕合]
『付加 され たもの』
図1 人生の歩みに基づく対象理解により対象理解
と援助が付加され て いく様相 事例A
図2 人生 の歩みに基 づく対象理解によ る対象理解
の深まりと援助の 発展の 様相
以上 より , 人生 の歩み に基づく対象理解によ っ て , 対
象理解が深まり , 援助が発展する様相は, 次 の ようにな
る ｡ 健康状態や生活状況の 成因, 生活を営む力が養われ
た経験, 健康状態や生活状況 へ の 気持ち ･ 考えの成因 へ
対象理解を深めた こと で , 生活の 肯定的な面を強化 して
対象の 力を活かす, 築 い て きた生 活と気持ち ･ 考えを尊
重するこ と へ 援助が発展した｡ そ し て , 健康管理が対象
の生活の 一 部となり , 家族や身近な人 々 と生活を支えあ
う力が高まり , 本人と家族の 健康状態 ･ 生活状況が改善
した｡ こ れ を図2 に示す｡
家庭訪問にお い て , 本人の 健康生活の 援助目標は, 本
人自身による問題解決を促すこと と, 家族によるケア の
充実によ っ て問題解決を促すことがある
4】
｡ そ の 目標を
達成する にあたり, 緒言 で述 べ たように療養をは じめる
前の 生活や対象が今の気持ちや考えをも つ に至 っ た 理由
を把握するこ とが求められる ｡ 人生 の歩みに基 づく対象
理解によ っ て それらを把握で き, 健康維持 ･ 増進に好ま
しくなか っ た生活や慣習に戻る ことを抑えたり, 患者の
気持ちに沿 っ た看護が で きる ことが明らか にな っ た ｡
例えば事例Aで は, 地 区リ ハ ビリ で の 交流が自己管理
を支えて い る こ とを理解 し, 家庭 の不和か ら健康を顧み
な い で働 い て い た状態に戻 らな い ため に, 地区リ ハ ビリ
の存在と いう生活の肯定的な面を強化した ｡ ま た, 高校
時代に運動 して きた経験を把握し, 本人はそ の経験を活
か して 自己管理 を工夫して い る, と い う生活の肯定的な
面を強化 した ｡ そ の 結果, 地区リ ハ ビリ で の交流や自己
管理の工 夫を継続で き, 症状が緩和した ｡ 松･下 は, 療養
生活には本人や家族なりの 問題解決行動や現在に至 っ た
理由があるとした上 で
5)
, 本人 ･ 家族側にた っ た療養生
活過程を重視する こと で家族によ る問題解決を促す援助
計画が立案で きる事を明らか にした
6)
｡ 本研究は人生の
歩みと して本人 ･ 家族側にた っ た療養生活過程の情報を
把握 し, そ れに基づ い て状態を理解 して援助が発展した
ことから , 松下 の援助計画の有効性を立証できた｡
また , 事 例 A では , 責任ある地位で働 い た経験 へ の誇
りが , 膝 の 痛みが強くて も杖の 使用を希望 しな い 理 由と
な っ て い た こ とを理解し, そ の 気持ちに配慮 して杖 の使
用は保留と し て , 自己管理を継続する意欲を確認して い
た ｡ そ の 後, 自己管理を継続して症状が緩和 し, 生活範
囲が拡大した｡ 安田は, 家族には独特な精神文化が培 わ
れ , そ れ に基づ い た方法で世話が行われ て い ると述 べ た
上 で 7), 家庭訪問援助 における対象理解の構造は , 本人
の セ ル フ ケ ア の 向上 に向けて は , 本人及びケ ア を担 っ て
い る家族の 気持ち ･ 考えが基底となると の べ て い る 8)｡
松 下 は, 本人と家族には歴史があり, そ の 人なりの 生活
が確立 され て い ると述 べ た上 で
9)
, 家族介護に関わる看
護援助は , 受け手の 気持ち ･ 考えを理解 しようとする姿
勢が原動力となる ことを明らかに した10)｡ 筆者は, 対象
の セ ル フ ケ ア を向上する こと を意図して , 対象が療養 ･
介護 ･ 育児を どの ように考えて い るの か , より深く理解
しようと考えなが ら援助を行な い , そ の 成因まで理解を
深めた ｡ つ まり, 家庭訪問援助にお ける対象理解の基盤
である気持ち ･ 考えを理解する際に, 人生 の歩み に着目
する効果とそ の 内容を明らかに した ｡ こ の こ とは, 薄井
が述 べ る ｢対象の行為を起 こ して い る認識が形成された
経緯｣ の 理解に つ ながり, そ の 内容とそれ らを理解 して
援助を行う効果を明らかに したと考える11)0
多様な援助課題に対 して 包括的に行われ て い る家庭訪
問援助にお い て , 人生 の 歩み の 情報を加えて対象の 生活
を理解 して援助を行う様相が明らか にな っ た｡ 個 々 の 生
活や それら へ の気持ち ･ 考えはそれ ぞれに異なるが , さ
らにそれらが形成された経緯は個別性か高 い12)O 人坐 の
歩みに基づく対象理解によ っ て , 対象 の個別の状況 へ 理
解を深め, 本人自身による問題解決を促 し, 家族によ る
ケア の充実によ っ て 問題解決を促すこ とが で きた ｡
Ⅶ . 結 語
人生の 歩み に基づく対象理解によ っ て , 健康状態や生
活状況の 成因, 生活を営む力が養われた経験 , 健康状態
や生活状況 - の 気持ち ･ 考え の成因 へ 対象理解を深める
ことが で きた ｡ そ の こ と によ っ て , 生活 の肯定的な面を
強化して対象の力を活かす, 築 い て きた生 活と気持ち .
考えを尊重する こと へ 援助が発展した ｡ 対象は, 健康管
理が生活の 一 部 となり, 家族や身近な人々と支えあう力
が高まり, 本人と家族の 健康状態 ･ 生活状況が改善した ｡
本論文は千葉大学大学院看護学研究科 に お ける修士論文
に加筆 ･ 修正 を加えたもの で ある｡
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